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一般社団法人 日本リハビリテーション工学協会 

2017年度第4回（通算第46回）理事会 議事録 

 

 

１．開催日時：2017（平成29）年12月10日（日）11:00～15:00（昼休憩12:31～13:21） 

 

２．場  所：「加瀬の貸会議室」 ２階 第２会議室（横浜市港北区新横浜3-19-11 加瀬ビル88） 

 

３．審議事項および資料 

第１号議案（専権等の報告）新入会者の承認についてメールによる承認者の報告について 

第２号議案（専権等の報告）2017年度第3回業務執行報告（総務系） 

第３号議案（専権等の報告）2017年度第3回業務執行報告（事業系） 

第４号議案（専権等の報告）合同調整会議報告［資料当日配布］ 

第５号議案（専権等の報告）2017年度予算執行状況の報告及び2016年度決算前年度比報告 

第６号議案（専権等の報告）バリアフリー2018出展について 

第７号議案（専権等の報告）第1回災害対策リハ工学セミナーの開催について 

第８号議案（専権等の報告）協会誌のJ-stage（総合電子ジャーナルプラットフォーム）登録について 

第９号議案（決議）ホームページ専門委員会メンバー追加について 

第10号議案（決議）第7回全国頸髄損傷者連絡会・一般社団法人日本リハビリテーション工学協会合同シンポジウム開

催について 

第11号議案（決議）第32回リハ工学カンファレンスin神戸開催報告 

第12号議案（決議）第34回リハ工学カンファレンスの札幌での開催について 

第13号議案（決議）第34回リハ工学カンファレンス大会長の件 

第14号議案（決議）第34回リハ工学カンファレンス実行委員長の件 

第15号議案（決議）第34回リハ工学カンファレンス開催に関する覚書の件 

第16号議案（決議）リハ工学カンファレンス講演論文集のISSN登録の件 

第17号議案（決議）福祉機器コンテスト事務局との契約について 

第18号議案（決議）福祉機器コンテスト2018実施計画と予算について 

第19号議案（決議）HCR2018出展について 

第20号議案（専権等の報告）情報保障費の試行に伴う、リハ工学カンファレンスでのUDトーク使用について 

第21号議案（決議）「意思伝達装置導入ガイドライン検討委員会」設置の件 

 

４．理事総数   １４名 

  出席理事数  １３名 

会長（代表理事） 沖川悦三 

理事       江原喜人、岡野善記、桂律也、金井謙介、剣持 悟、杉本昌子 

鈴木太、中村俊哉、麸澤孝、水澤二郎、山形茂生、吉田泰三 

監事    相川孝訓、赤澤康史 

事務局 深野栄子 

   欠席理事     石濱裕規 

※岡野理事（第4号議案より出席） 

 

５．議事の経過の概要及び議決の結果 

（１）定款第 49 条に基づき、議長となる会長の沖川悦三が本日の理事会は定数を満たしたので、有効に成立した旨を

告げたのち、開会の辞を述べた。 

（２）議事録署名人について、議長からの指名により、本日出席理事の桂律也と剣持 悟の２名を選出した。 

 

第１号議案（専権等の報告）新入会者の承認についてメールによる承認者の報告について 

沖川会長より、2017年度第3回（通算第45回）理事会以降に専権事項とした2017年10月16日～11月30日の計3名
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（2017年度当初正会員3名）の入会が報告され追認で承認された。 

承認11、非承認0 （会長除く） 

 

第２号議案（専権等の報告）2017年度第3回業務執行報告（総務系） 

水澤副会長（総務統括）より、各業務執行理事の業務執行状況（2017年10月16日 ～ 12月9日）が報告された。なお

専権事項の報告については、別途議案提出し審議している。 

■ 会長／事務局担当：沖川 

・ 会計データ書式の問題点等について改善方法を検討しながら、決算処理に向け毎月の会計処理を行った。（17会費未納

者96名、16・17会費未納者31名 カンファレンス発表未納者4名 計131名へ会費納入のお願い送付。） 

・ 役員交代挨拶状送付 

・ 展示会出展における広報活動：P.P.C.2017出展を九州支部に運営してもらうにあたり広報活動準備を行った。会員サー

ビスの一環とし、迅速に情報を掲載した。 

・ 会員サービスの一環とし、迅速に情報を掲載した。 

・ 大規模災害リハビリテーション支援関連団体会議（平成29年度 第3回 JRAT広報委員会(2017.10.13 石濱理事)、平

成29年第3回JRAT研修企画委員会(2017.10.16 金井理事)）出席。 

■ 総務統括／選挙・規則担当：水澤 

・ 協会ホームページの「情報公開ページ」に未記載の「事業計画・収支予算・事業報告・決算（計算書類）」についての取

りまとめを行った。 

・ 総務系理事に対して、理事会・総会担当理事からの指示の元、11/29〆切として業務執行報告書の提出を求めた（2017

年10月16日～12月9日分）。 

■ 総会・理事会担当：江原 

・ 2017年度第3回（通算第45回）理事会議事録の取りまとめを行った。 

・ 2017年度第4回（通算第46回）理事会開催の取りまとめを行った。 

・ 定時社員総会議事録の取りまとめを行った。 

■ 財務担当：吉田 

・ 法人会計の管理を行った。                                             

・ 法人会計の管理方法について検討を加えた。                                  

■ 広報・渉外担当：杉本 

・ 会員ML配信  2件 、新規会員ＭＬ登録  4件 

・ 会員FreeＭＬサービスの準備（アドレス作成、内容検討）を行った。 

・ 協会ホームページの整備を行った。 

・ 現行ホームページの更新状況確認をし、各担当理事に未更新部分の整理・更新を要請した。 

 

第３号議案（専権等の報告）2017年度第3回業務執行報告（事業系） 

金井副会長（事業統括）より、各業務執行理事の業務執行状況（前回理事会（2017年10月15日）から本理事会前日（2017

年12月9日）まで）が報告された。なお専権事項の報告については、別途議案提出し審議している。 

■ カンファレンス担当：剣持・鈴木 

・ 第32回リハ工学カンファレンスin神戸清算と監査完了 

・ 第33回リハ工学カンファレンスinあつぎ開催準備：HP・FB立ち上げ 

・ 第34回リハ工学カンファレンス開催準備：北海道中心に検討 

■ コンテスト担当：山形 

・ P.P.C.2017（北九州市）にてパネル、チラシの展示 

■ 協会誌担当：石濱・桂 

・ 協会誌vol.32 No.4特集「 「おいしいごはんで大きくな～れ♪」」発行 

・ 協会Facebook上で毎号の発行案内を広報 

・ Web編集委員会を2回開催：通信環境が整えば会議自体は成立 

・ 次期編集委員については、公募と併せて候補者が推挙されつつある。 

・ 査読体制：8月以降に投稿論文5件（受理１件、修正中1件、査読中2件、掲載予定1件）、査読期間は短縮傾向 

・ 協会誌の電子化：J-STAGEに今年度内に搭載可能。これに向けて電子化データ作成（資料保存の意味合い含めて） 

・ 協会HP「バックナンバー注文（在庫等確認）フォーム」の更新方法要検討 

■ 分科会・委員会担当：岡野 

・ 九州支部主導で西日本福祉機器展の出展対応をした。 
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・ 12/1に関西支部役員会実施。支部セミナーを5月末で開催予定。 

■ 企画担当：中村・麩澤・金井 

・ バリアフリー2018出展・ワークショップについて、関西支部と調整 

・ 福祉機器コンテスト30周年に向けた調整 

・ 災害対策セミナーの熊本開催に向けて、九州支部、災害対策委員会と調整 

・ 合同シンポジウムについて3月厚木開催で調整、2018年度開催地の検討 

・ その他展示会（HCR2018、新潟福祉機器展）に関する調整 

■ 国際担当：桂・石濱 

・ RESKOにおけるRESJA代表として国際医療福祉大の中村さまより発表報告。               

 

第４号議案（専権等の報告）合同調整会議報告 

水澤副会長（総務統括）より、理事会前日10月14日（土）開催の合同調整会議の報告がされた。 

日時：2017年12月9日（土）13:00～17：00 

場所：横浜市スポーツ医科学センター 研修室 

出席者：水澤副会長（総務統括）、金井副会長（事業統括）、石濱協会誌担当理事、江原総会・理事会担当理事、岡野分

科会・委員会担当理事、桂国際担当理事、杉本広報・渉外担当理事、鈴木カンファレンス担当理事、中村企画

担当理事、麸澤企画担当理事、山形コンテスト担当理事、吉田財務担当理事、深野事務局長 

 

「いくつかの懸案事項並びに、これらの事項を中心に今後の協会運営をどのように具体的に進めていくか」という意

思決定を行うにあたり、その前提となる以下の事項についての一定のコンセンサス及び方向付けについて確認、協議す

ることを目的に開催した。 

１．財務に関する改善点等について 

 業務施行状況と予算執行状況の把握等に関する件 

 会費の値上げについて 

２．協会ホームページに関する件 

 現行ホームページにおける懸案事項 

 新規ホームページについて 

３．その他 

 福祉機器コンテストの「エントリー費」の変更、コンテスト事務局への委託費増額について。 

 

第５号議案（専権等の報告）2017年度予算執行状況の報告及び2016年度決算前年度比報告 

財務担当の吉田理事より、2017 年度の予算執行状況（７月～10 月・カンファレンスを除く）が残高推移表、試算表推

移表、総勘定元帳、予算執行状況を提示の上、報告がされ、2017年度決算に向け、継続審議とした。 

 

第６号議案（専権等の報告）バリアフリー2018出展について 

金井副会長（事業統括）、企画担当の中村理事より、バリアフリー2018（2018 年 4月19～21 日＠インテックス大阪）

出展について（本年度の事業計画にて予算とともに承認済み）出展準備を進めたいと報告された。 

 

・ 運営やセミナーの企画・実施については、関西支部に委託・協力の上、進めたい。出展申込〆切は12/21（木）であ

る。なお、ブース出展料（小間代）については無料の予定である。 

 

第７号議案（専権等の報告）第1回災害対策リハ工学セミナーの開催について 

企画担当の中村理事より、昨年まで実施していた東日本復興支援リハビリテーション工学講習会を新たな形とし、今年

度より災害対策リハ工学セミナーとして実施することが報告された。 

 

第一回に当たる今回は下記の概要で主催者として開催する。運営費は、主催の各団体からの運営費及び、参加費、出展

企業の出展料とあわせ、復興支援Tシャツを作成し、これに充てるものとする。 

 

第1回災害対策リハ工学セミナー 

『熊本地震復興支援合同シンポジウム -障がい児・者、高齢者の安全で安心な住まいつくり-』 

  開催場所： 熊本県熊本市（第一候補：熊本学園大学 第二候補：熊本県総合福祉センター） 

  開催日時：2018年4月7日土曜日または8日日曜日(予定) 
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（9:00 開館 9:30受付 10:00～15:00セミナー終了） 

  実施体制：RESJA 災害対策委員会・RESJA九州支部・SIG住まいづくり、NPO法人ケアリフォームシステム研究会等

により実施（予定） 

 定 員：100名（事前申込制：予定） 

 

第８号議案（専権等の報告）協会誌のJ-stage（総合電子ジャーナルプラットフォーム）登録について 

協会誌担当の石濱理事、桂理事より、2006.Vol4 以降の投稿記事を公開対象とし、国立研究開発法人 科学技術振興機構

運営のJ-STAGE サービス利用申し込み手続きを行い、当初は、平成30年度中の登載予定であったが、その後、今年度内(平

成30年3月まで)の登載が可能となった旨の連絡があり、今年度中に登載手続きになることが報告された。 

 

・ 論文は無料公開、記事はJ-stage にて対応可能とのこと。無料公開の範囲や有料料金については3月の理事会で審

議する。 

 

第９号議案（決議）ホームページ専門委員会メンバー追加について 

広報・渉外担当の杉本理事より、ホームページリニューアルにつき、専門知識のある鈴木理事にオブザーバーとして委

員会に参加してもらい、専門的意見とアドバイスをいただきたいとの提案があり、審議の結果、満場一致で承認された。

尚、ご本人の内諾は得ている。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

第10号議案（決議）第7回全国頸髄損傷者連絡会・一般社団法人日本リハビリテーション工学協会合同シンポジウム開催に

ついて 

企画担当の麩澤理事より、これまで、全国頸髄損傷者連絡会と共同で開催していた合同シンポジウムの第7回目を神奈

川県厚木市で開催したいと企画案および予算書提示の上、提案があり、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

開催テーマは、生活支援ロボットをキーワードに、有識者によるシンポジウムや障害当事者との討論、そして機器展示・

体験を通じた情報交換場を検討している。2018年8月29日～31日に厚木市文化会館で開催する「第33回リハ工学カンフ

ァレンス in あつぎ」のプレカンファレンスとしても位置づけ、次回カンファレンスと同会場で行うことでカンファレン

スの告知・広報をはじめ、地元に住む頸髄損傷者にシンポジウムと合わせ協会やカンファレンスへの参加を呼びかける。 

開催については、RESJA 関東・甲信越支部を中心に実施し、主催の各団体からの負担金（リハ工学協会については当シ

ンポジウムの予算の範囲内で執行予定）を持って運営を行う。 

 

第11号議案（決議）第32回リハ工学カンファレンスin神戸開催報告 

カンファレンス担当の剣持理事、鈴木理事より、第32回リハ工学カンファレンスin神戸の事業報告および収支報告に

ついて、第32回リハ工カンファレンスin神戸報告書、決算報告書、監査報告書が提示され、審議の結果、満場一致で承

認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第12号議案（決議）第34回リハ工学カンファレンスの札幌での開催について 

カンファレンス担当の剣持理事、鈴木理事より、第 34 回リハ工学カンファレンスを北海道札幌市で開催したいとの提

案があり、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

・ 会場は北海道科学大学、開催時期は例年通り8月下旬と考えている。 

 

第13号議案（決議）第34回リハ工学カンファレンス大会長の件 

カンファレンス担当の剣持理事、鈴木理事より、第34回リハ工学カンファレンスを札幌で開催するにあたり，大会長と

して桂律也氏（クラーク病院）に就任をお願いしたいとの提案があり、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

・ 桂氏は現在の協会理事であり、古くから協会の活動を支援し、理解している。協会への貢献度も大きく、今回のカ

ンファレンスの大会長にふさわしいと考えられる。 
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第14号議案（決議）第34回リハ工学カンファレンス実行委員長の件 

カンファレンス担当の剣持理事、鈴木理事より、第34回リハ工学カンファレンスを札幌で開催するにあたり，実行委員

長として早川康之氏（北海道科学大学）に就任をお願いしたいとの提案があり、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

・ 早川氏は、北海道科学大学義肢装具学科の教授で、義肢装具 SIG の代表も経験されており、協会の活動にも理解が

あるため、今回の実行委員長就任は適任であると考えられる。 

 

第15号議案（決議）第34回リハ工学カンファレンス開催に関する覚書の件 

カンファレンス担当の剣持理事、鈴木理事より、第34回リハ工学カンファレンス実行委員会との覚書を取り交わしたい

との提案があり、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第16号議案（決議）リハ工学カンファレンス講演論文集のISSN登録の件 

カンファレンス担当の剣持理事、鈴木理事より、リハ工学カンファレンス講演論文集は過去にISSNを取得したが，改題

を繰り返したため，現在はISSN無しの刊行物として取り扱われている。目録上はリンクが貼られており，さかのぼる事は

可能であるが，ISSNが付与されていない号もあるので，欠番部分のISSN付与を申請したいとの提案があり、審議の結果、

満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

・ 「リハ工学カンファレンス発表論文集」は過去に改題、媒体変更をしたため、現在はISSNのない刊行物として扱わ

れている。具体的には、以下のような変遷を経て現在に至っている。 

----- 

①リハ工学カンファレンス講演論文集（冊子体：ISSNなし） 

1回 (1986)-25回 (2010年8月26/28日) 

↓（媒体変更） 

②リハ工学カンファレンス講演論文集（CD-ROM：【ISSN2186-4071】） 

1巻26号 (2011年8月24/26日) ; 27回 (平成24年8月23/25日) 

↓（改題） 

③リハ工学カンファレンスプログラム抄録集（CD-ROM：ISSNなし） 

28回 (2013年8月22/24日) 

↓（改題） 

④リハ工学カンファレンス発表論文集（CD-ROM：ISSNなし） 

29回 (2014年8月24/27日)- 

※最新号は32回 

----- 

・ ISSN 上での継続性を示す方策としては、①③④のISSN取得が考えられ、ISSN同士の関連付け（①⇔②⇔③⇔④）

が可能となる。 

 

第17号議案（決議）福祉機器コンテスト事務局との契約について 

コンテスト担当の山形理事より、福祉機器コンテスト事務局を、来年度も引き続き有限会社車座にお願いしたい（契約

期間は平成30年3月１日より平成31年2月28日）と契約書提示の上、提案があり、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第18号議案（決議）福祉機器コンテスト2018実施計画と予算について 

コンテスト担当の山形理事より、福祉機器コンテスト2018実施について、の実施要綱（案）、予算（案）、選考委員名

簿（案）提示の上、提案があり、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

・ 前回、学生部門参加費を無料にしたが、応募が激増することもなかったため1,000円に戻した。 

 

第19号議案（決議）HCR2018出展について 
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金井副会長（事業統括）より、HCR2018（2018年10月10～12日＠東京ビッグサイト）について、2月上旬～3月末にか

けて募集が開始され、これまで12年間継続して出展し続けており、継続出展の効果があること、コンテストはじめ各事業

で出展機会を活用し計画していること、特にコンテストに関しては30回の節目となりスポンサーに向けにもHCRにて受賞

作品の発表・表彰・広報をしていることが特に重要な年であること、日本最大の福祉機器展に当協会が出展する意義を鑑

みて、2018 年度も引き続き出展したいと考えているが、3 月理事会では〆切直前となるため、事務手続き上の点から今回

提案があり、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

・ 日本最大の福祉機器展に、福祉機器関連団体である当協会が出展する意義は高いと考えられる。これまでの長期に

渡る継続出展により、福祉用具関係者への当協会の露出度や認知度は年々向上している。 

・ これまでの本展示会への出展は単なるブース内での協会広報に留まらず、福祉機器コンテスト表彰式や受賞作品展

示、企画推進事業（セミナー開催）など多事業に渡って出展機会を有効活用してきた。これらの活動により、この

分野の情報・知識・技術等の普及という当協会の公益目的活動を実施する重要な機会として機能している。 

 

第20号議案（専権等の報告）情報保障費の試行に伴う、リハ工学カンファレンスでのUDトーク使用について 

企画担当の中村理事より、本年度より、試行的に設定した、情報保障費について、リハ工学カンファレンスin神戸にお

いてUDトーク®を用いた講演・発表等の音声の文字化による情報保障の実施したことについて事業開催報告提示の上、報

告された。 

 

・ あつぎカンファレンスに導入する場合は、今回の報告を活かしたい。 

・ 神戸カンファレンスで作成した使用方法の資料もある。ノウハウの一つとして協会で使用できるようにした。 

 

第21号議案（決議）「意思伝達装置導入ガイドライン検討委員会」設置の件 

分科会・委員会担当の岡野理事より、2018年4月より補装具費支給制度で大幅な改正があり、その検討が進められてお

り、今回の改定では、ガイドラインの内容の変更も伴い、リハ工協会の専門委員会設置により検討・改正及び作成の必要

があるため「意思伝達装置導入ガイドライン検討委員会設立趣意書」提示の上、意思伝達装置導入ガイドライン検討委員

会の設置について提案があり、審議の結果、満場一致で承認された。なお、設置期間は2017年12月10日～2018年12月

31日とする。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

・ 旧、意思伝達装置導入ガイドライン検討委員会委員長の井村氏（COMSIG副代表、中部学院大学）より受けた相談で

ある。委員会メンバー、COMSIGへの報告については井村氏に相談し決定する。 

 

 

議長は、以上をもって一般社団法人日本リハビリテーション工学協会の2017（平成29）年度第4回（通算第46回）理事会

に関する全ての議事を終了した旨を述べ、閉会を宣した。（15時00分） 

 

以上の議事の要領及び結果を明確にするため、議長並びに議事録署名人は次に署名又は記名・押印する。 

 

2017年12月10日 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会平成29年度第4回理事会 

 

 議    長 沖川悦三 

 

 議事録署名人 桂律也 

 

 議事録署名人 剣持悟 

 


